
 

外部評価における意見への対応 

部局等 医学部・医学系研究科・附属病院  

 

外部評価委員等からの意見等 

（令和３年１２月１３日実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 対応策に対する進捗状況 

項目番号：１－１ 『医学部の理念は、アウトカムやコンピテンシー

のさらに高いところで教育の骨格を支える「軸」と

なるものです。現在、理念のもとにアウトカムを位

置づけ、コンピテンシーを設定し、さらには医学部

の教育方針であるディプロマ・ポリシーとカリキュ

ラム・ポリシーを作成しています。まるで木の幹か

ら枝が分かれ葉が繁る様に、私たちの理念に含まれ

る「愛」、「医術」、「人」、「社会」、「健やか」という

キーワードが、それぞれの具体的な意味を明らかに

しながら、教育方針やカリキュラムとして結実して

いくのです。』このように教育へ敷衍しており、平成

29 年４月に発行された医学部広報誌「くずりゅう」

で特集した。研究に関しても、次世代の医学・看護

学を開拓する研究を推進する、“杏林愛に芳しき”医

療従事者や研究者を育成、輩出し、人と社会を健や

かにする事に貢献する、という精神をもち、「福井に

根ざした人類知の創出のため、かつ健やかな社会創

成のために、愛ある医術を含んだ研究を発展させて

いく」としている。 

 

 

 

 

 

医学部の理念、教育目的を遂行するため、医学部として３つ

の方針、入学者受入れ方針（アドミッション・ポリシー）、教育

課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）、卒業認定・学

位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を制定し、入学時より理

念に含まれる「愛」、「医術」、「人」、「社会」、「健やか」というキ

ーワードが、それぞれの具体的な意味を明らかにしながら、教

育方針やカリキュラムとして結実していくような教育を行って

いる。 

近年、人間愛などの概念が医療系大

学の理念で語られることが少なく、医

学部として新鮮であり納得するところ

が多かった。理念から教育目的や研究

目的に精神を敷衍する際に若干課題が

あるように感じた。 



 

外部評価委員等からの意見等 

（令和３年１２月１３日実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 対応策に対する進捗状況 

項目番号： １－２ 福井大学ビジョンの理念に謳う「格致によりて人

と社会の未来を拓く」大学となるため、深い実践的

教養を備える卓越高度医療専門職業人の育成、福井

に根ざした人類知の創出、世界に通じる研究の推進

とイノベーション創出を医学部のミッションとす

る。教育活動の質や学生の学修成果等を継続的に保

障し、その改善・向上を図るため、「福井大学におけ

る教育の内部質保証に関する要項」を制定し、教育

内部質保証委員会を設置、モニタリング及びレビュ

ーを行う。医学部長を補佐するため適材適所に副学

部長・副部門長を配置し、医学部での教育・研究・

社会貢献機能を最大限発揮するために、企画調整会

議及び教授会を定期的に開催し、重要案件を決定、

遂行する。さらに、医学部附属教育支援センター、

医学教育分野別認証評価、外部評価、及び附属病院

運営諮問会議にてその成果の検証を行う。 
 

大学法人ガバナンス・コード同様、医学部としても社会に貢

献するために教育と研究の質の向上を図り成長、発展するよう

組織内において、教育活動の質や学生の学修成果等を継続的に

保障し、その改善・向上を図るため、「福井大学における教育の

内部質保証に関する要項」を基に、教育内部質保証委員会を設

置、モニタリング及びレビューを行った。また、医学部内の現

状や意思決定の仕組みについて透明性を確保するため、適材適

所に副学部長・副部門長を配置し、医学部での教育・研究・社会

貢献機能を最大限発揮するために、企画調整会議及び教授会を

定期的に開催し、重要案件を決定、遂行している。さらに、成果

の検証については、医学部附属教育支援センター、医学教育分

野別認証評価、外部評価、及び附属病院運営諮問会議にてその

成果の検証を行うこととしている。 

医学部としてガバナンス・コードに

ついての考えを表記されたい。 
 

項目番号：２－１ 学部・大学院教育では動画コンテンツの作成・蓄

積・活用、e-learning の導入、医学科・附属病院と

連携した教育活動を継続する。また、開発中の

F.CESS ナースの完成により、実習指導の効率化が図

られると考える。社会連携では関係者と調整し、本

学教員が担う活動を精選する。効率的かつ生産的な

教育活動・社会連携となるよう、体制の改善と改革

に取り組む。 
 

遠隔授業システム F.MOCE の活用により、オンデマンド教育

を取り入れた教育方法の展開、講義・実習資料公開による準備

時間の削減、および F.CESS ナースの導入・活用による実習指

導の効率化により、わずかではあるが教員の負担軽減につなが

っている。社会連携では関係機関と調整し、本学教員への依頼

業務の整理を行った。今後も体制改善と改革に取り組んでいく。 

看護学科の教員負担について教育、

学部、大学院、そして社会連携等ある

いは附属病院との連携等で何をやめ、

何を一緒にするか等効率的かつ生産性

の上がる持続可能な仕組みが必要では

ないか。 

  



 

外部評価委員等からの意見等 

（令和３年１２月１３日実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 対応策に対する進捗状況 

項目番号：：①医学部５－３ 令和５年度に医学教育分野別評価の受審を控

えており、アウトカムコンピテンシー達成度など

可視化した学修成果・教育成果に基づいて教育プ

ログラムの改善に取り組むことは、不可欠である

と考える。当該プログラム開始時の学生が令和５

年度卒業であるため、卒業時及び卒業後に学修成

果についての調査を実施する予定である。 

現在、医学教育分野別評価の受審に向けて、自

己点検評価作業を実施しており、特に領域７「教

育プログラム評価」において「部分的適合」以上

の評価を受けられるように改善と改革に取り組

む。 

 

可視化した学修成果・教育成果に基づいた教育プログラムの

改善への取り組みとして、令和４年 12 月７日に福井大学医学部

附属教育支援センタープログラム評価委員会医学科専門部会

（委員に学生代表と卒業生代表含む）、令和４年 12 月 22 日に

同委員会看護学科専門部会（委員に学生代表と卒業生代表を含

む）を実施し、令和３年度コンピテンシー達成度とアウトカム

評価の分析結果と提言（案）が審議、承認され、カリキュラム委

員会等に諮られた。その後、令和５年３月 30 日に福井大学医学

部附属教育支援センタープログラム評価委員会を実施し、医学

科・看護学科の令和３年度コンピテンシー達成度とアウトカム

評価の分析結果と提言等の活動を報告した。学外委員からは「し

っかりとした教育プログラムである」と評価された。また、令

和４年度教育の質向上のための重点配分経費にて作成した「医

学部教育プログラムダッシュボード」を初披露し、学外委員よ

り「これほど細かいデータを一括管理できることは良いことで

ある。受審予定の医学教育分野別評価も、ここまでやっている

のであれば問題ないのではないか。」と評価を受けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（医学科） 
アウトカムコンピテンシーの達成

度や学修成果を把握した上で、継続

した教育プログラムの改善と改革に

取り組むことが期待される。 
 



 

外部評価委員等からの意見等 

（令和３年１２月１３日実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 対応策に対する進捗状況 

項目番号： ①医学部５－３ 医学科、看護学科ともに入学者の教学 IR デー

タを分析し、推薦枠を増やす等の改善につなげる

ことが出来た。今後、入試・入学者受け入れ体制

においても、さらなる教学 IRに基づく点検・改善

により PDCA サイクルを継続的に実働する。 

 

 

 

 

 

 

教学 IR に基づく点検・改善（入試・入学者受け入れ体制を含

む）により PDCA サイクルを継続的に実働することを目的とし

て、令和４年度教育の質向上のための重点配分経費にて「医学

部教育プログラムダッシュボード」を作成した。医学部教育支

援センターのカテゴリーでは、医学部の教育プログラムや医学

部教学 IR データベース、令和３年度教育プログラム Check（点

検・評価）＆ Action（改善）＆ Plan（計画）、FD・SD 情報な

どの情報を集約（全 65 項目）した。全学教育内部質保証のカテ

ゴリーでは、福井大学における教育の内部質保証に関する規程

や要項・ガイドラインを上部に配置し、それを基に実施した「令

和３年度 プログラム・レビュー」「令和４年度 モニタリング」

の情報を集約（全 24 項目）した。モニタリングすべき評価や指

標のカテゴリーでは、医学部教育において、モニタリングすべ

き９つの評価や指標の一元化を進めた。（全９項目） 

看護学科では入学者のデータ等を

見て、推薦枠の入学生は優秀でモチ

ベーションが高いので、推薦枠を増

やす等改善が認められた。 
 

項目番号： ①医学部５－６ 「学修者本位の教育」の充実に向けて、医学部

附属教育支援センターを中心として教学 IR に基

づく教育内部質保証体制を確立することが重要

であると考える。 

医学部附属教育支援センターの教学 IR 部門に

おいて、教育関連データの収集と分析を DX 化も

含めて実施し、プログラム評価委員会等での点

検・評価に基づき改善に繋げることで教育 PDCAサ

イクルを継続的に実働する。 

 

 

「学修者本位の教育」の充実に向けて、医学部附属教育支援セ

ンターを中心として教学 IR に基づく教育内部質保証体制を確

立する取り組みとして、令和４年 12 月７日に福井大学医学部附

属教育支援センタープログラム評価委員会医学科専門部会（委

員に学生代表と卒業生代表含む）、令和４年 12 月 22 日に同委

員会看護学科専門部会（委員に学生代表と卒業生代表を含む）

を実施し、令和３年度コンピテンシー達成度とアウトカム評価

の分析結果と提言（案）が審議、承認され、カリキュラム委員会

等に諮られた。その後、令和５年３月 30 日に福井大学医学部附

属教育支援センタープログラム評価委員会を実施し、医学科・

看護学科の令和３年度コンピテンシー達成度とアウトカム評価

の分析結果と提言等の活動を報告した。学外委員からは「しっ

かりとした教育プログラムである」と評価された。また、令和

４年度教育の質向上のための重点配分経費にて作成した「医学

部教育プログラムダッシュボード」を初披露し、学外委員より

（医学科） 
医学部附属教育支援センターを独立

した組織として評価を行うととも

に、さらに教育 IRデータを活用

し、教育 PDCA サイクルを継続的に

実働することが望まれる。 
 



 

「これほど細かいデータを一括管理できることは良いことであ

る。受審予定の医学教育分野別評価も、ここまでやっているの

であれば問題ないのではないか。」と評価を受けた。 

項目番号：①医学部５－６ 看護学教育分野別評価を令和７年度に受審す

る意向であり、看護学分野においても、教学 IRデ

ータに基づいた教育プログラムの改善に取り組

んでいくことは、必須であると考える。令和４年

度卒業生からアウトカム基盤型教育を実施した

学生となるため学修成果データに基づいた教育

プログラムの改善を進めることとしている。 

今後、医学科同様、医学部附属教育支援センタ

ーの教学 IR 部門において、教育関連データの収

集と分析を DX 化も含めて実施し、プログラム評

価委員会等での点検・評価に基づき改善に繋げる

ことで教育 PDCA サイクルを継続的に実働する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護学分野においても、教学 IR データに基づいた教育プログ

ラムの改善に取り組んでいくことは、必須であることから、令

和４年 12 月７日に福井大学医学部附属教育支援センタープロ

グラム評価委員会医学科専門部会（委員に学生代表と卒業生代

表含む）、令和４年 12 月 22 日に同委員会看護学科専門部会（委

員に学生代表と卒業生代表を含む）を実施し、令和３年度コン

ピテンシー達成度とアウトカム評価の分析結果と提言（案）が

審議、承認され、カリキュラム委員会等に諮られた。その後、令

和５年３月 30 日に福井大学医学部附属教育支援センタープロ

グラム評価委員会を実施し、医学科・看護学科の令和３年度コ

ンピテンシー達成度とアウトカム評価の分析結果と提言等の活

動を報告した。学外委員からは「しっかりとした教育プログラ

ムである」と評価された。また、令和４年度教育の質向上のた

めの重点配分経費にて作成した「医学部教育プログラムダッシ

ュボード」を初披露し、学外委員より「これほど細かいデータ

を一括管理できることは良いことである。受審予定の医学教育

分野別評価も、ここまでやっているのであれば問題ないのでは

ないか。」と評価を受けた。 

医学部附属教育支援センター中心

になって教学 IR が動き出してお

り、今後の発展が期待される。看護

学分野においても、このようなデー

タに基づいたカリキュラムの開発が

大きな課題になっているので、この

ような仕組みを使って看護学教育の

発展もぜひお願いしたい。 
 



 

外部評価委員等からの意見等 

（令和３年１２月１３日実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 対応策に対する進捗状況 

項目番号：②大学院５－３ 予想される少子化に伴う大学院進学者の減少

についての対応策として、研究意欲のある医学科

学生を対象とした大学院説明会を強化すること、

医師以外の進学者への奨学金確保を進めること、

外国人留学生の増加に向けて、独立行政法人日本

学生支援機構（JASSO）等が開催する日本留学オン

ラインフェア等に参加して広報活動を進めるこ

と、英語版を含めた広報誌の作製を進めること等

を検討する。 

また、現時点で実施している修士課程における

病院訪問による学生勧誘、博士課程における医学

科学生の早期履修コースへの勧誘については継

続する。 

研究や教育の質向上に向けてシラバスの充実、

中間発表会の充実による指導強化、論文作成に関

わる費用の補助などを実施していく。 

 

医学系研究科では、成績優秀で将来医学領域又は看護領域に

おける優れた研究・実践力を有する医療人を目指し入学した社

会人大学院生（医師として本務先を有する者を除く）に対し、 
福井大学大学院医学系研究科振興奨学金制度により支援して

いる。令和４年度の新規申請はなかったが、令和５年度は修士

課程１名博士課程１名計２名の申請があり、２名の支援を決定

した。 
 医学科３年次、４年次及び６年次生向けの学年主任ガイダン

ス内で、博士課程進学説明会を実施した。実施時期は３年次／

５月、４年次／４月、６年次／４月で、学生全員が参加した。同

時に、早期履修制度の紹介も実施した。早期履修制度利用実績

は、令和３年度／２名、令和４年度／０名、令和５年度／１名

となっている。 
 優秀な外国人留学生の獲得に向けて、令和４年度より大学の

英語版 HP の改編を行い、本学への入学を希望する外国人留学

生向けの内容を充実させた。また、東南アジア地域を中心とし

た医学部の協定校・交流大学にアプローチを行っており、来年

度以降の外国人留学生の獲得を目指している。 
シラバスの充実は、R４年度シラバスより主に「アクティブ・

ラーニングの導入状況」「到達目標」「準備学修」「成績評価方法」

「成績評価基準」「教科書及び参考書」の項目について実施した。 
 

（博士課程統合先進医学専攻） 
今後少子化に伴い大学院進学者が

減少することが予想され、色々な対

策を考え、定員充足や研究の質向

上、教育状況の充実に当たられるこ

とが望まれる。 
  
 

 
 
 
 
 



 

外部評価委員等からの意見等 

（令和３年１２月１３日実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 対応策に対する進捗状況 

項目番号：６－２ 各研究者の研究の質を評価し、適切かつ適格に

支援する仕組みとして、研究の方向性と計画に沿

った進捗状況の把握が有用であり、その際、h-

index や研究費実績も併せて把握することで、よ

り研究者一人一人に適した評価と支援が可能に

なると考えられる。そこで、研究テーマ、取得中

の科研費と実験計画及びh-index等を含むデータ

ベースの整備に順次取り組む。 

現在研究活動の支援策等に関する医学部独自のホームページ

の作成に着手しており、そのコンテンツ作りの一環として、各

研究者の研究情報の収集と開示方法に関する議論を行ってい

る。既に、採択された科研費の研究課題名、研究期間及び受入

金額についての情報は研究者毎に整理されており、今後この情

報に h-index 等の様々な指標を追加することで、データベース

としての利用を可能としていく。 

研究計画と成果論文が対応付けら

れたデータベースを学内で構築でき

れば、研究進捗と方向性把握に有用

であろう。各人の経時的な研究業績

の指標として、研究期間を考慮した

h-index（結果）と研究費実績（計

画）を組み合わせるなど、データベ

ース構築を前提とした研究の質評価

自体の RA研究が望まれる。 
 

項目番号：６－２ 研究の質の評価において、発表雑誌の評価であ

るインパクトファクターだけを用いることの不

適切性及び研究振興における危険性を理解した。

現在でも発表論文数や研究費獲得状況などの他

の指標を併用しているが、今後はさらに被引用数

や h-index などの他の指標も取りいれて、研究者

個人や研究の多角的な質の評価に取り組む。 

研究者の評価を行う際には、論文掲載雑誌のインパクトファ

クター以外に、発表論文数と科研費取得状況を評価の対象とし

ている。被引用件数と h-index などの指標についてはまだ検討

段階であるが、今後議論を深め、評価プロセスへの組込みを目

指す。 
大学院における指導については、インパクトファクターより

も発表する論文の数を重要視する風潮が高まっており、今後バ

ランスを取りながら、複数の評価軸に沿って各研究者や大学院

生の研究評価が行えるような仕組みを構築する。 

研究の質の評価は、今日の我が国

の医学研究が論文の掲載誌評価に依

っている等共通の課題が内包されて

いる。インパクトファクター以外の

パラメーターの導入としては、サイ

テーション以外にも、大学院におけ

る研究計画書の公表評価、複数の教

員による大学院生の研究指導、或い

は研究費獲得とリンクした研究計画

書の評価などが挙げられると思う。 
 
 
 
 



 

外部評価委員等からの意見等 

（令和３年１２月１３日実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 対応策に対する進捗状況 

項目番号：６－２ 医学研究支援センター教員１名が医学研究推

進室のメンバーとして常時参加することで、連携

した研究支援活動が実施できる体制を整備して

いる。これにより、研究業績表彰や研究費助成は

医学研究推進室が担当し、臨床研究や医療統計解

析への啓もう活動、並びに研究倫理審査は医学研

究推進センターが担当するといった支援業務の

分担と連携がとられている。この様な相補的な活

動を今後さらに深めることで、より効率的な研究

支援体制の構築に繋げる。 

 

論文業績数の向上を目指した英文校正経費支援や、特に臨床

系教員を対象とした「臨床研究のすすめセミナー」を開催する

など、医学部だけでなく附属病院の支援も受けて幅広い研究支

援を行っている。 

医学部に従来からある医学研究推

進室と附属病院に新たに設置された

医学研究支援センターが相補的に機

能するような工夫と配慮が挙げられ

る。 

項目番号：９－１－１ 特定機能病院として附属病院が取り組んでい

る最先端医療の研究、開発、実践を念頭において

最新という表現を用いている。また、患者の診療

にあたる時点で、最新のガイドラインに基づく標

準的治療や、当該疾患とその領域の新たな知見に

関する情報等も提供し、患者の選択の可能性を担

保することを念頭に理念を設定している。 
また、ご指摘のあった「最新・最適」の用語は

病院の理念として用いるだけであれば、医療法に

おける病院等の広告規制に抵触しないことを確

認している。 
 
 
 
 
 

理念は本来、職員向けのものであること、本理念が院内で定

着しつつあることをふまえ、理念の改訂はしないものの、本理

念における「最新」・「最適」という表現を広報において利用し

ないこととし、代わりに学内公募を経て、広報等で利用が可能

なキャッチフレーズ「新しく優しい医療を あなたのもとへ」

を作成し、利用している。 

新理念「最新・最適な医療を安心と

信頼の下で」だが、特に最高を最適

に変更したのは患者さんの意志を尊

重しており、妥当だと思う。一部指

摘のあった「最新」の言葉につい

て、何をもって、いつの時点で「最

新」となるのかに関しては、今後院

内で検討していただく必要がある。 



 

外部評価委員等からの意見等 

（令和３年１２月１３日実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 対応策に対する進捗状況 

項目番号：９－１－２ 本院の将来計画検討会では、院内委員のみなら

ず教育・評価担当理事を加え、病院の長期目標（12

年間）、中期目標・計画並びに毎年年度計画の策定

検討を行っている。さらに、年度計画における目

標を明確にするために毎年経営方針を策定して

いる。また、将来計画検討会では、中期目標・計

画並びに年度計画の達成状況も併せて行い、PDCA

サイクルを回すようにしている。 

令和４年 12 月に将来計画検討会を開催し、病院の長期目

標と中期目標・中期計画の関係性を示した上で、当該年度に

おける具体の取り組み内容とそれに対する達成状況を報告

した。今後も、各年度における進捗を報告し、各委員からの

意見・助言を踏まえて PDCA サイクルを回していく予定で

ある。 

将来計画委員会をもっと活用するこ

とで、さらに明確な目標設定ができ

ると思われる。今回、いただいた資

料には中期目標と中期計画が明確に

されていなかった。病院長のもとに

設置された将来計画委員会で中期計

画を年度ごとにどのように実行して

いくのかを検討して結果を反映させ

ながら運営されると良いと思われる

ので、活用いただきたい。 
 
項目番号：９－６－１ 本院の初期研修医の多くは、そのまま当院で専

攻医となることから、初期研修医の獲得が専攻医

を増やす上でも重要と考える。初期研修医の募集

数に関して、研修プログラム毎のマッチング数の

推移、学生の希望などを調査しながら、臨床教育

研修センター運営委員会で目標値の設定を検討

している。初期研修医数を増やす方策としては、

他大学との給与を比較検討し、本年度から 10%の

給与アップを行った。また、初期研修医用宿舎の

整備し令和５年度から入居可とする計画である。 

初期研修医数を増やす方策としては、令和３年度から 10%の

給与アップを行い、専用宿舎の整備については、初期臨床研修

及び看護師用宿舎として、令和５年４月から入居を開始してい

る。現在、研修医１３名、看護師１１名の２４名が入居してお

り、県外等からの研修医が宿舎を探す手間も省け、家賃補助も

あるため、好評を得ている。 
専門研修医については、平成３０年度から日本専門医機構の下、

新専門医制度が開始され、当大学においても各専門医領域で専

門研修プログラムを構築している。各領域の専門研修プログラ

ムについても、関連施設と連携を取り、専攻医のためのプログ

ラムを作成している。福井大学を卒業し、他施設にて初期臨床

を修了し、当大学の専門研修プログラムにて研修するために、

当大学に戻ってくる専攻医も増加している状況となっている。 
 
 
 

 前回の評価時にも指摘のあったこ

とであるが、初期研修医数及び専攻

医数について具体的な目標値と方策

を明示して、取り組まれることを期

待する。人口減少の中、大学病院は

高度医療を今後も担っていく使命が

あり、医療人育成の責務がある。若

手医師の育成をさらに進めるため具

体的な方策を検討いただきたい。 
 
 



 

外部評価委員等からの意見等 

（令和３年１２月１３日実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 対応策に対する進捗状況 

項目番号：９－６－１ 地域枠に関しては、次年度以降も現在の増員さ

れた人数枠を継続する予定である。地域枠を更に

増員した場合、学力が低い学生も入学することに

なり、留年の増加や、医師国家試験不合格、医師

になった後の自学する力が問題となることから

慎重に判断すべきだと考えている。 
 附属病院で研修を行う初期研修医数は減少

傾向であるが、福井県全体の初期研修医数は横ば

いであるため、県内の研修病院と連携し、専攻医

の研修先として附属病院を選択してもらえるよ

う、初期研修の段階から連携をとれるように働き

かける方法を検討している。 
 

初期研修及び専攻医の確保について、福井県と連携して県

内の基幹病院との合同説明会を実施している。令和５年度に

ついては７月開催のレジナビ大阪への出展を初期研修と専

門研修の合同企画で初めて実施する予定である。コロナ禍に

おいて、学生が地元志向になっていることから、地元へ戻る

県外出身者をいかに福井県内の研修病院を選択してもらえ

るようにするかが重要になってくる。医学部生に初期研修先

の選択段階において専門研修を見据えた進路選択として当

院を選択してもらえるよう、コロナ禍で中断していた学内説

明会を計画している。本説明会では当院の診療科の説明のほ

かに医師国家試験対策を盛り込むなど、学生の教育との連携

強化にも力を入れている。 

研修医及び専攻医をどのように確

保するか従来からの課題であると考

える。研修医数はむしろ減少傾向に

あるようだが、最も気になる問題で

ある。地域枠の増員などの対策はと

られていると思うが、今後医師の働

き方改革対応と共に、更に検討して

いただく必要があると考える。 

 


